
創立５０年全員配付光和精鉱練） 50年のあゆみ

｜＼ 光和精鉱の歴史 西暦 硫 酸 ダスト処理 塩化揮発・べ山 積抱場 開盟 主硝その他 トピyクス

昭和35年 1960 
I 

昭和36年会社設立（S36.2.10) 1961 

同同日百百百和和平日~~年年年 時？輩） 1962 第1硫酸工場完成（モンサント式シングルコ／'J'Jト） No1竪型焼成炉完成、ぐレ7卜生産開始
1963 No2竪型焼成炉完成

1964 No3竪型焼成炉完成

硫酸鉄処理開始 1 号ロサリーキJ~ン完成 I 

昭和40年 戸田 1965 含有枇素焼鉱の再熔焼実施 1 号ボールミJ~完成 ｜ 

2号日－'JI）－キI~／完成

昭和41年 1966 熔焼脱枇技術完成（分散給鉱装置） ヵーへV卜'J-7ーから真空冷却装置へ変換 戸畑製造所完成披露

岡高~ = 1967 第 2硫酸工場完成 (J~IW式ゲ r J~J/'J'J 卜） 2号ポルミル完成、ビスマス回収設備完成

匝E亙 1968 金属ビスマス回収設備完成

昭和44年 1969 塩化鉄濃縮設備完成 ガス洗浄熔充I真1苦からTCAへ変更 同和精鉱株式会社設立

第 2段焼成11・寸ー完成

一一 2 第1醐工場ダ
昭和45年硫 fit 1970 硫黄浮処理開始 1号キルンマルチリ7'1-'iJ.ト 円リカヘ・川ト7・うン卜技術供与（稼動1972～）

昭和46年 酸 1971 80m煙突完成 2号キルン中間Iヤー、塩素が1吹込rJ.ト 苫小牧ぐレ卜7°]／卜技術供与（稼動1972～。

工 液処理設備増強、排水処理設備完成

置車至！： 化 場 1972 
1トマニ7へ・レ7ト7・うント技術供与（稼動1978～）

直亙亙豆 稼 1973 4段中和処理設備 収銅設備の増強 バラパック選鉱場完成 第1次オイルショ？

昭和49年 働 1974 硫酸工場操業短縮開始 1 号口－'JリーキI~ン更新 (J¥'7｝＼’1'7選鉱～S53)

鉱 排煙脱硫設備完成｛IHI石灰石膏法）

圏直互 1975 高炉湿ゲ1ト処理の研究 貯鉱ピン完成 産業廃棄物処理業認可取得 ~ 

年
乾式＆湿式銅淳処理設備 中国ぐレ7卜7°うント技術供与（稼動1980～）

昭和51 か 」 1976 硫酸第2工場休止 塩化カルシウム回収設備完成 PDC処理否訳ん備、硫黄浮処理設備 ;f J~ 卜ti' ｝ ~I\・ レ7 ト7・うント技術供与（稼動1980《

臨
1977 排煙脱硫註面1塩基性アルミ）完成 4号炉での晶炉一次灰処理開始 廃セフミック処理設備 塩化揮発ぐレ7ト法が再資源化貢献企業表章

1978 （へ・川卜原料） タール淳燃料化設備 付ン廃硫酸処理設備 人員合理化

ら 1979 チル廃硫酸処理開始
ぺ 廃熱回収設備（熱交）完成

r;-,q,；宰処理jで八幡製銭所長より感謝状

昭和55年 1980 硫酸がJ.7'07VVVF化 117'日rVVVF化 キlル燃料にCOM、粉コ－'JJ.の使用

硫 」 」 高炉二次灰事前処理（脱J'llihリ）

一－ 3号熔焼炉更新 . - 沈殿銅連続回収設備完成 白創立20周年記念式典

昭和56年 」 ー 1981 70%硫酸製造開始 'JJ.ト流動冷却炉Lよる廃熱回収 ゲ1トチャンI¥'－撤去→冷却矯1基化 COG脱硫廃液処理設備z成 光和7・日似特許権を東洋Iンンシ・：；リング側ヘi

酸位 給鉱2系列化（硫化鉱、ゲ1ト）

昭和57年 戸ー 1982 1号熔焼炉更新（2,3号炉で硫酸製造） 1号炉でのゲ1ト処理開始（へ.v'Jト向け） 黒鉛回収設備完成

ル 4号炉でりント鉄原製造開始

匝E亙製 ヲ 1983 4号炉乾粉類の乾式チャーγ開始 人員合理化

主 1～3号炉での硫酸製造 1号炉は硫化鉱姶焼を復活 ー

昭和59年 孟 1984 硫酸漉過装置増設 4号炉は内7ト原料灯ト熔焼 鉛浮選Lよる金銀の回収（沈殿銅へ）

造 が1精製塔設置（硫酸Hg対策） 排煙脱硫を水マゲ方式に変更 沈殿銅回収l¥'・1子方式へ戻す

流 回収塩加脱i'A-h1J設備設置
I 

昭和60年 黒 1985 袖薬用鉄原（硫殴焼鉱）製造開始 三井'J-JI,浮処理開始
I 

k国t型？旦で主 」ドー』ー 動 鉛 1986 
F自薬製造から開の始素（～弁S柄6製2）造 メキシコに塩化揮発J＼・イ日ツト7・うン卜建設（JICAl

昭和62年 炉 回 1987 海外より原料硫化鉱を調達 2号目安リーキル休止， 産廃専用焼却設備完成 鉄殿物 開始産廃営業部開設

陣
←ーー ト 」 」 」一一一 収

(2号日ーすリーキルン転用）

」 」 で」 」一一 ・ 1988 
素弁柄製造休止

←一一 ← ← 製ト 」一一一 製 c 1989 
黒鉛事業が再資源化貢献企業表彰（通産t

トー－ー ト－ I-ー トー ト一一一ーーー一－ 旦nn Q 1990 • 空卜・弘缶焼却用固定炉設置 I 

平成3年 鉄 化 G 1991 海外硫化鉱が原料の2/3 回収原液の全量漉過開始 真空冷却装置復旧（産廃増処理）

」一一 」 」 」 」一一一 設
DAM加すーの開発実用化

｜μ平ι成！＿＿年L ← タ← s一一一一 備 硫 1992 
秤量機移転更新 光和安全会発足、

成 年
産 廃 由

計量証明事業開始

惇平耳石5~ ,______ ← ← ス← 量品量」一一 働稼 鴻一 1993 
2号固定炉z成 DAM力1'Jーが福岡県発明考案優秀賞を受賞

」ー ペ← 卜」 廃」一一ー か 1994
r-- 棄 ら

ニカド電池からのNi.Cd回収刈カ7・9ンによる異臭事故発生

平成7年 渚融硫黄から 三 処 物 の 1995 溶融硫黄燃焼設備完成 セメント原料製造設備完成 原料を製鉄集塵川崎換 佐賀県唐津汚染土処理 開始（～H17) 東京営業所開設、本社機能を九州移転

」ー 」 」 理」 専 」ーー さ (1号炉転活｝ 唐津汚染土処理で佐賀県より感謝状

」」 1996 硫酸h'J.7'口7を蒸気合ーピン化 広島枇素汚染汚泥処理開始（～H10l
l

昨同：平平キ成成副：：：年年隼年写 硫酸製造 ド一一一 キト ← 周焼」 硝回 1997 新3号ボイラー完成（2,3号ポイうー統合） トワイヤ圧損上昇改善対策実施 ミ1ト］ •） トレI~、 洗浄熔増強、 60m煙突完成 ナホトカ号流出重油処理
ン 」 1998 大久野島枇素汚染土壌処理（～H11l T号流出重油処理で海上保安庁より感謝状

』－ .:I’it •一 ま量一宜」 土 2員E 1999 多管式硫酸円ー完成（イリゲ －~oi/'J十廃止） 産廃飛灰、塩刷’処理開始

」ー 」 7犯E」 」 備 」 壌円相一」ー一備 2000 rレ7ト系／産廃系のが1処理分離 11昨J>i'I＞ミ処理開始 大久野島赤筒処理 黒鉛製造休止 I 

竺竺＝一 ー 」 」 稼｝ー稼 2001 溶融協品：：~~中止 1号炉カ1処吋

成
硫

止継霊酸製造中中 働 抽 働 産廃専用焼却設備更新平 14年 ぺ 2002 ダイオキシン処理POPs処理開始 関西営業所開設

←一一一 」ー レ」 」 」 」 出」一一

平成15年 ツ 設 2003 70／処理開始 No1r／ト倉庫火災事故

~ o~孟←← 」」」」 」」 備稼 ー」一一 2004 8叩突附去 りン町搬送醐成 間（ヤード）蹴

lじ平1成！］＿年-'- 」 」 働」一一

平成18年 2006 2セメ.4ン号ト原炉料共製通造排設水備処更理新施（2設号完炉成） 塩類溶解設備完成 ー廃飛灰リ例外事業開始 工場排水へのA重油漏洩事~－

需
嘉 IJi"J~oi/21 認証登録、 ホ 7/rイ7清得活重

」 」 」一一一 2007 飛灰リ例外設備増強

目白日目白E三 2008 平成21年 J 2009 揮発lドト燃料LOG化

平成22年 ¥ 2010 微量PCB処理事業開始 I 
COG脱硫廃液処理休止

kwe96
ノート注釈
ミス　昭和６２年　ﾀﾞﾃ
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